
別紙1-112



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東海北陸自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岐阜県高山市清見町夏厩 から

岐阜県大野郡白川村大字鳩谷 まで

（ロ）　延　　　　長 ２５．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岐阜県高山市清見町夏厩

岐阜県大野郡白川村大字鳩谷

８０ ２５．０



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※　土工部については、左側路肩を二次除雪作業に必要な作業幅員３．０ｍを確保する。

構造による区分

岐阜県大野郡白川村大字鳩谷

３．５０

２．５０
トンネル部分

１．７５×２

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

右　側

―

―

―

設　計　区　間

岐阜県高山市清見町夏厩

用地買収 　摘　要

１．７５×２

１．２５×２ ―

―

―

―

――

――

１．７５×２ ―３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員 ―

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

白川郷インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

飛騨清見インターチェンジ

他の道路の

路線名

一般国道１５６号

接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

一般国道１５８号

岐阜県大野郡白川村大字
鳩谷

岐阜県高山市清見町夏厩

立体接続

立体接続

（中部縦貫自動車道）

５

２０

１２

３

１８３，６７１

４

３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７６，２４０ 百万円）（消費税込み）

７７，２９６

別　　紙　　１
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県海老名市門沢橋 から

神奈川県厚木市下津古久 まで

（ロ）　延　　　　長 １．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

神奈川県海老名市
門沢橋

神奈川県厚木市
下津古久

１２０ １．５

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－３．５０ －－

－

１．７５×２

－

－

設　計　区　間

神奈川県海老名市
門沢橋

用地買収 　摘　要

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

神奈川県厚木市
下津古久

－

－
トンネル部分

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

　－ メートル （土工部）

２．２５ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

海老名南ジャンクション（仮称）

海老名南ジャンクション（仮称）

厚木南インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１２０，３４３ 百万円（消費税込み）

立体接続

下津古久

立体接続

神奈川県海老名市 立体接続

門沢橋

神奈川県厚木市

神奈川県海老名市

門沢橋

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

第一東海自動車道

一般国道１２９号

他の道路の

路線名

一般国道４８６号

（首都圏中央連絡自動車道）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２３，７５２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １１７，８３８ 百万円）（消費税込み）

１７

３１

別　　紙　　１

１０

２９

４

３
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県厚木市下津古久 から

神奈川県伊勢原市上粕屋 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県厚木市
下津古久

神奈川県伊勢原市
上粕屋

１２０ ６．７



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側

構造による区分

神奈川県伊勢原市
上粕屋

－

－
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

神奈川県厚木市
下津古久

用地買収 　摘　要

－

－

－－

－

１．７５×２ －３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

　－ メートル （土工部）

２．２５ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

厚木南インターチェンジ（仮称）

伊勢原ジャンクション（仮称）

伊勢原北インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２７１，７７８ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

一般国道１２９号

第一東海自動車道

一般国道２４６号

（厚木秦野道路）

接続の位置

別　　紙　　１

下津古久

備　　　考接続の方法

立体接続

上粕屋

立体接続

神奈川県伊勢原市 立体接続

東富岡

神奈川県伊勢原市

神奈川県厚木市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３３５，４１２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３２０，８１４ 百万円）（消費税込み）

１７

３１

別　　紙　　１

１０

３１

４

３
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県伊勢原市上粕屋 から

神奈川県秦野市柳川 まで

（ロ）　延　　　　長 １２．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

神奈川県伊勢原市上粕屋

神奈川県秦野市柳川

１２０ １２．８

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５-

２．５０

３．７５

３．００１．２５

設　計　区　間

神奈川県伊勢原市上粕屋

用地買収 　摘　要

右　側

１．２５

１．００

１．２５

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
-

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間構造による区分

神奈川県秦野市柳川

-

-
トンネル部分

-

-

- １．００

２．５０

左　側

-

３．７５

２．００



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

伊勢原北インターチェンジ（仮称）

秦野インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

３３３，７８７ 百万円（消費税込み）

立体接続

神奈川県秦野市菖蒲 立体接続

神奈川県伊勢原市上粕屋

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

一般国道２４６号

他の道路の

路線名

一般国道２４６号

（厚木秦野道路）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４４２，４４４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４２１，３６８ 百万円）（消費税込み）

１２

３１

別　　紙　　１

１２

３３

1

３
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県秦野市柳川 から

静岡県御殿場市駒門 まで

（ロ）　延　　　　長 ３２．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１２０ ３２．３

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県秦野市柳川

静岡県御殿場市駒門



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．００

摘 要

２．５０

１．７５ １．２５

３．７５

２．００

３．７５

設　計　区　間

神奈川県秦野市柳川

用地買収

右　側

１．２５

左　側

５．００

工事施工 　摘　要

車線 ６

静岡県御殿場市駒門

１．２５

橋梁高架部分

（長大橋）

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０２．５０×２

１．７５×２ ３．５０

５．００

１．００

３．００

別　　紙　　１

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

４

トンネル部分

往復分離しない区間

土工（掘割）部分
２．５０×２

構造による区分



（ト）　付加車線の標準幅員

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

御殿場インターチェンジ（仮称）

御殿場ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

５０５，６００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

第一東海自動車道

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

一般国道１３８号

県道仁杉紫怒田線

１８ ４

備　　　考

１

静岡県御殿場市駒門

立体接続

接続の位置

静岡県御殿場市紫怒田

立体接続

接続の方法



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

６５１，４２９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ６１９，７８５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 静岡県御殿場市駒門 から

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪 まで

（ロ）　延　　　　長 １３．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

静岡県御殿場市駒門

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

１２０ １３．２



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３.５０　メートル　及び　３.７５　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

２．００

４．７５

往復分離する区間

－

１．００

３．００

左　側

構造による区分

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

－

－
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

右　側

１．７５

１．００

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

静岡県御殿場市駒門

用地買収 　摘　要

－

－

４．３７５１．２５

－

３．１２５－－



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

御殿場ジャンクション（仮称）

長泉沼津インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２５０，３２３ 百万円（消費税込み）

及び県道大岡元長窪線

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

接続の位置

別　　紙　　１

長泉町大字元長窪

静岡県御殿場市

駒門

備　　　考接続の方法

立体接続

静岡県駿東郡 立体接続一般国道１号（伊豆縦貫自動車道）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１８８，１５２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １８２，９４９ 百万円）（消費税込み）

２０

３１

別　　紙　　１

１０

２５

１

３



別紙1-118



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 静岡県駿東郡長泉町大字元長窪 から

静岡県浜松市引佐町東黒田 まで

（ロ）　延　　　　長 １３１．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 1 種第 1 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

静岡県浜松市
引佐町東黒田

１２０ １３１．５

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

静岡県駿東郡
長泉町大字元長窪

摘　　要設　計　区　間
設計速度

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル および ３．７５ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．１２５－－ ４．３７５１．２５

－

－

－

－

－

３．００ １．７５

１．００

用地買収 　摘　要工事施工設　計　区　間

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

４．７５

２．００

４．７５

３．００

１．００

１．７５

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側 右　側

静岡県駿東郡
長泉町大字元長窪

構造による区分

静岡県浜松市
引佐町東黒田

トンネル部分

橋梁高架部分



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

長泉沼津インターチェンジ（仮称）

富士インターチェンジ（仮称）

清水インターチェンジ（仮称）

吉原ジャンクション（仮称）

伊佐布インターチェンジ（仮称）

尾羽ジャンクション（仮称）

静岡インターチェンジ（仮称）

清水区杉山

葵区下

静岡県静岡市

清水区草ヶ谷

清水区吉原

静岡県静岡市 立体接続県道清水富士宮線

清水区宍原

静岡県静岡市 立体接続中部横断自動車道

及び県道一色久沢線 厚原

静岡県静岡市 立体接続

及び県道大岡元長窪線 長泉町大字元長窪

静岡県富士市 立体接続

立体接続

静岡県静岡市 立体接続県道井川湖御幸線

静岡県駿東郡 立体接続

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

及び県道山脇大谷線

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

一般国道１号（伊豆縦貫自動車道）

一般国道１３９号（西富士道路）

一般国道５２号



藤枝岡部インターチェンジ（仮称）

金谷インターチェンジ（仮称）

森掛川インターチェンジ（仮称）

浜北インターチェンジ（仮称）

引佐ジャンクション（仮称）

引佐インターチェンジ（仮称）

三ケ日ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

２，４２６，０３１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

三ケ日町福長

別　　紙　　１

一般国道１号 静岡県志太郡 立体接続

及び県道静岡朝比奈藤枝線 岡部町入野

第一東海自動車道

立体接続

引佐町東黒田

静岡県浜松市 立体接続

（三遠南信自動車道） 引佐町東黒田

一般国道２５７号 静岡県浜松市

立体接続

中瀬

一般国道４７４号 静岡県浜松市 立体接続

森町大字睦実

一般国道１５２号 静岡県浜松市

立体接続

大横岡新田

県道掛川天竜線 静岡県周智郡 立体接続

一般国道４７３号 静岡県島田市

４

３１

５

２５

１２

３



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２１３，７３５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，１７１，８０１ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-119



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 静岡県浜松市引佐町東黒田 から

愛知県豊田市岩倉町 まで

（ロ）　延　　　　長 ５５．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

５５．２

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

愛知県豊田市岩倉町

１２０

別　　紙　　１

静岡県浜松市引佐町東黒田

摘　　要
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル　

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０×２

―

２．５０ １．２５

１．００ ２．００

３．７５５．００

用地買収 　摘　要工事施工設　計　区　間

別　　紙　　１

静岡県浜松市引佐町東黒田

１．００

愛知県豊田市岩倉町

４ 車線

計

車線６

摘 要
往復分離する区間

左　側 右　側

往復分離しない区間構造による区分

左　側

土工（掘割）部分

計

橋梁高架部分

（長大橋）

―
トンネル部分

２．５０×２

１．７５×２ ３．５０

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

３．００１．２５

２．５０ １．２５ ３．７５

１．７５



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０メートル(土工部）

４．５０メートル(橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

引佐ジャンクション（仮称）

新城インターチェンジ（仮称）

額田インターチェンジ（仮称）

豊田東ジャンクション

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

立体接続

一般国道４７３号

愛知県豊田市岩倉町
(東海環状自動車道)

立体接続

５８７，１００

一般国道４７５号

愛知県岡崎市樫山町

別　　紙　　１

他の道路の

静岡県浜松市引佐町
東黒田

立体接続

備　　　考接続の方法接続の位置

愛知県新城市八束穂
立体接続一般国道１５１号

路線名

一般国道４７４号

（三遠南信自動車道）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ６６７，１８３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

５

２７

１２

３ ３１

４

６９８，５４０



別紙1-120



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中部横断自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 静岡県静岡市清水区吉原 から

山梨県南巨摩郡南部町福士 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

静岡県静岡市
清水区吉原

山梨県南巨摩郡
南部町福士

８０ ２１．０



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側

構造による区分

山梨県南巨摩郡
南部町福士

３．５０

２．５０
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

静岡県静岡市
清水区吉原

用地買収 　摘　要

１．７５×２

１．２５×２

－－

１．７５×２

１．２５×２ －２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

吉原ジャンクション（仮称）

富沢インターチェンジ（仮称）

本線（新直轄）

（４）　工事予算

１５５，５３５ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

第二東海自動車道

横浜名古屋線

一般国道５２号

中部横断自動車道

接続の位置

別　　紙　　１

清水区吉原

備　　　考接続の方法

立体接続

南部町福士

平面接続

山梨県南巨摩郡 立体接続

南部町福士

山梨県南巨摩郡

静岡県静岡市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１９９，５４５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １９０，２４７ 百万円）（消費税込み）

８

３１

別　　紙　　１

１１

３０

１

３



別紙1-121



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中部横断自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山梨県西八代郡市川三郷町宮原 から

山梨県南巨摩郡増穂町大椚 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山梨県西八代郡
市川三郷町宮原

山梨県南巨摩郡
増穂町大椚

８０ ９．３



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側

構造による区分

山梨県南巨摩郡
増穂町大椚

３．５０

２．５０
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

山梨県西八代郡
市川三郷町宮原

用地買収 　摘　要

１．７５×２

１．２５×２

－－

１．７５×２

１．２５×２ －２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線（新直轄）

六郷インターチェンジ（仮称）

増穂インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

６６，３７１ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

中部横断自動車道

県道市川大門下部身延線

一般国道５２号

接続の位置

別　　紙　　１

市川三郷町宮原

備　　　考接続の方法

平面接続

増穂町青柳町

立体接続

山梨県西八代郡 立体接続

市川三郷町宮原

山梨県南巨摩郡

山梨県西八代郡



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８２，３９１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７８，５２４ 百万円）（消費税込み）

８

３１

別　　紙　　１

１１

２９

１

３



別紙1-122



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中部横断自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山梨県南巨摩郡増穂町大椚 から

山梨県南アルプス市吉田 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山梨県南巨摩郡
増穂町大椚

山梨県南アルプス市
吉田

８０ ６．２



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側

構造による区分

山梨県南アルプス市
吉田

３．５０

－
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

山梨県南巨摩郡
増穂町大椚

用地買収 　摘　要

１．７５×２

－

－－

１．７５×２

１．２５×２ －２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

増穂インターチェンジ（仮称）

南アルプスインターチェンジ

（４）　工事予算

３０，３１３ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

一般国道５２号

主要地方道

韮崎櫛形豊富線

接続の位置

別　　紙　　１

増穂町大椚

備　　　考接続の方法

平面接続

山梨県南アルプス市 立体接続

吉田

山梨県南巨摩郡



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１３，２９６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １３，１７５ 百万円）（消費税込み）

４

３１

別　　紙　　１

５

１９

１２

３



別紙1-123



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋関線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 愛知県名古屋市緑区大高町 から

愛知県名古屋市名東区貴船 まで

（ロ）　延　　　　長 １２．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 ２ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
愛知県名古屋市名東区貴船

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛知県名古屋市緑区大高町

６０ １２．７



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０

構造による区分

愛知県名古屋市名東区貴船

計

車線

工事施工

往復分離しない区間

計

往復分離する区間

左　側

―
トンネル部分

１．２５×２

２．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

右　側

―

―

―

設　計　区　間

愛知県名古屋市緑区大高町

用地買収 　摘　要

１．２５×２

― ―

―

―

―

――

――

１．２５×２ ―２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

２．２５ メートル （土工部）

２．２５ メートル （橋梁部）

２．５０ メートル （掘割部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

名古屋南ジャンクション

有松インターチェンジ（仮称）

鳴海インターチェンジ（仮称）

植田インターチェンジ（仮称）

高針ジャンクション

上社南インターチェンジ（仮称）

立体接続

一般国道３０２号 愛知県名古屋市天白区
梅ヶ丘

立体接続

一般国道１５３号

一般国道３０２号 愛知県名古屋市緑区
黒沢台

立体接続

（名古屋高速道路）

一般国道３０２号 愛知県名古屋市緑区
大高町字北平部

立体接続

市道高速１号四谷高針線 愛知県名古屋市名東区
猪高町大字高針

一般国道３０２号 愛知県名古屋市名東区
貴船

立体接続

立体接続

（名古屋高速道路）

他の道路の

路線名

市道高速２号 愛知県名古屋市緑区
大高町字茨谷山

接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

３１

２２０，９５９

別　　紙　　１

１２

２３

１

３

２７４，３１１

２２３，６２４

１２



別紙1-124



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県四日市市伊坂町 から

三重県四日市市北山町 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

三重県四日市市伊坂町

三重県四日市市北山町

１００ ４．４



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

三重県四日市市北山町

―

―
トンネル部分

―

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

右　側

―

―

―

設　計　区　間

三重県四日市市伊坂町

用地買収 　摘　要

２．５０×２

― ―

―

―

―

――

――

１．７５×２ ―３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

四日市ジャンクション

四日市北ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

５１，６９２

他の道路の

路線名

近畿自動車道　名古屋関線

接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

一般国道４７５号

三重県四日市市伊坂町

三重県四日市市北山町

立体接続

立体接続

（東海環状自動車道）

８

３１

１１

２８

１

３



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

６１，３５０

別　　紙　　１

５８，５２６



別紙1-125



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県四日市市北山町 から

三重県三重郡菰野町大字潤田 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

三重県四日市市北山町

三重県三重郡菰野町大字潤田

１２０ ８．２

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２ ―３．５０ ――

――

２．５０×２

― ―

―

―

―

設　計　区　間

三重県四日市市北山町

用地買収 　摘　要

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

右　側

―

―

―

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

構造による区分

三重県三重郡菰野町大字潤田

―

―
トンネル部分

―



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

菰野インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

立体接続三重県三重郡菰野町
大字潤田

１１

３１

１

３

他の道路の

路線名

８

３１

一般国道４７７号

９４，３６１

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１１９，９７６

１１４，４１６



別紙1-126



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県三重郡菰野町大字潤田 から

三重県亀山市安坂山町 まで

（ロ）　延　　　　長 １５．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

なお、暫定施工時は、第１種第２級(道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

三重県三重郡菰野町大字潤田

三重県亀山市安坂山町

１２０ １５．２



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

２．００

３．７５

往復分離する区間

－

１．００

２．５０

左　側

構造による区分

三重県亀山市安坂山町

－

－
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

右　側

１．２５

１．００

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

三重県三重郡菰野町大字潤田

用地買収 　摘　要

２．５０×２

－

３．００１．２５

－

１．７５×２ １．７５３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）　工事予算

１７９，８００ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

－

接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

－－



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２２４，２６４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２１３，７０７ 百万円）（消費税込み）

１

３１

別　　紙　　１

１８

３１

４

３



別紙1-127



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県亀山市安坂山町 から

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 まで

（ロ）　延　　　　長 １３．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間 摘　　要

三重県亀山市安坂山町 から

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 まで

１２０ １３．５



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル　及び　３．７５メートル

（ホ）　車線数

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

― ４．３７５１．２５

まで

別　　紙　　１

三重県亀山市安坂山町 から

４ ６

摘 要
左　側

―

往復分離しない区間

１．７５

計

土工（掘割）部分

往復分離する区間

左　側 右　側

構造による区分

３．００ ４．７５

計

１．００ ２．００

― ―
橋梁高架部分

（中小橋）
―

１．００
トンネル部分

― ―

用地買収

橋梁高架部分

（長大橋）

―

― ―

― ３．１２５

車線

　摘　要工事施工設　計　区　間

車線

滋賀県甲賀市甲賀町岩室



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－　メートル（土工部）

－　メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

亀山東ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

路線名

近畿自動車道　名古屋関線

５

三重県亀山市辺法寺町

１７８，３２９

３１

１２

２１

立体接続

３

４

接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４７，０２７ 百万円）（消費税込み）

４７，３４７

別　　紙　　１



別紙1-128



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　尾鷲勢和線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島 から

三重県度会郡大紀町崎 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

三重県北牟婁郡紀北町
紀伊長島区東長島

三重県度会郡大紀町崎

８０ １０．３



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０
トンネル部分

１．７５×２

往復分離する区間構造による区分

三重県度会郡大紀町崎

左　側左　側

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

右　側
摘 要

別　　紙　　１

土工（掘割）部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

設　計　区　間

三重県北牟婁郡紀北町
紀伊長島区東長島

用地買収 　摘　要

―

――

１．７５×２

１．２５×２

１．７５

―

２．７５１．００

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

― ―３．５０

―２．５０１．２５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

―

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線（新直轄）

紀伊長島インターチェンジ（仮称）

三重県度会郡大紀町崎 紀勢インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

近畿自動車道

尾鷲勢和線

一般国道４２２号 三重県北牟婁郡紀北町紀
伊長島区東長島

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

平面接続

立体接続

接続の位置

三重県北牟婁郡紀北町紀
伊長島区東長島

県道紀勢インター線 立体接続

５８，５８２



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ６６，０７４ 百万円）（消費税込み）

１１

２５

１

３

６９，１８８

８

３１

別　　紙　　１



別紙1-129



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　尾鷲勢和線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県度会郡大紀町崎 から

三重県多気郡大台町大字菅合 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

８０ １０．４

三重県度会郡大紀町崎

三重県多気郡大台町大字菅合

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．２５×２ ―――

―

―

――

　摘　要設　計　区　間

別　　紙　　１

用地買収

摘 要
構造による区分

（中小橋）

右　側

―

―

―

―

計

―

計

往復分離する区間

左　側

車線

往復分離しない区間

左　側

４ 車線

三重県度会郡大紀町崎

２

工事施工

三重県多気郡大台町大字菅合

３．５０

２．５０
トンネル部分

１．７５×２

橋梁高架部分

１．７５×２

１．２５×２

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（長大橋）

３．５０

２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

―

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

紀勢インターチェンジ（仮称）

大宮大台インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

４０，２３８

４

３１

５

２１

１２

３

立体接続一般国道４２号　
三重県多気郡大台町大字菅合

三重県度会郡大紀町崎

大宮大台インター線

他の道路の

路線名

備　　　考接続の方法

県道紀勢インター線

別　　紙　　１

立体接続

接続の位置



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２９，９７２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３０，５０３



別紙1-130



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　敦賀線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福井県小浜市府中 から

福井県敦賀市高野 まで

（ロ）　延　　　　長 ３９．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

福井県小浜市府中

福井県敦賀市高野

８０ ３９．０

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※　土工部については、左側路肩を二次除雪作業に必要な作業幅員２．５０ｍを確保する。

―

１．７５×２

――

―

３．５０１．７５×２ ――

―

―

１．７５×２

１．２５×２ ― ―

設　計　区　間

福井県小浜市府中

用地買収 　摘　要工事施工

右　側

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

構造による区分

福井県敦賀市高野

３．５０

２．５０
トンネル部分

往復分離しない区間



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

上中インターチェンジ（仮称）

三方インターチェンジ（仮称）

美浜インターチェンジ（仮称）

敦賀ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）２２０，３２６

立体接続北陸自動車道

立体接続

立体接続福井県三方上中郡若狭町
上黒田

福井県三方上中郡若狭町
気山

福井県三方郡美浜町
太田

立体接続

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

県道上中田鳥線

一般国道２７号

他の道路の

路線名

一般国道２７号

福井県敦賀市高野



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２６０，１８６

２４８，２９１

８

３１

別　　紙　　１

１１

２７

１

３



別紙1-131



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　富士吉田線

（２）　工事の箇所

東京都杉並区上高井戸

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

都道環状放射５号線 東京都杉並区上高井戸

都道環状放射５号線

浅間橋ONランプ立体接続

立体接続 高井戸OFFランプ東京都杉並区上高井戸

他の道路の路線名 接続の方法

別　　紙　　１

備　　　　考接続の位置

立体接続主要地方道環状８号線 東京都杉並区上高井戸 中之橋ONランプ



（４）　工事予算

４２，１００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ３７ 年 １０ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５７，３１５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５４，７８１ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-132



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　富士吉田線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都八王子市元八王子一丁目 から

東京都八王子市元八王子二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 １．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

付加車線事業

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

東京都八王子市
元八王子一丁目

東京都八王子市
元八王子二丁目

８０ １．０



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

東京都八王子市
元八王子二丁目

トンネル部分

２．５０×２

－

２．５０×２

２．５０×２

－

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

東京都八王子市
元八王子一丁目

用地買収 　摘　要

－

－

－

－

－５．００ －－

５．００ －－



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．３０ メートル （土工部）

４．３０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

２，１００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，３３７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，３００ 百万円）（消費税込み）

－ －

路線名

接続の位置

別　　紙　　１

他の道路の 備　　　考接続の方法

－

２９

３１

１６

２２

６

３



別紙1-133



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　富士吉田線

（２）　工事の箇所

東京都八王子市元八王子町

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

都道山田宮ノ前線 東京都八王子市 立体接続

路線名

（仮称）

別　　紙　　１

元八王子インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

元八王子町



（４）　工事予算

５５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 ２３ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 －－－－ 百万円）（消費税込み）

当該インターチェンジは、接続道路管理者が高速自動車国道法第１１条の２第１項の連結許可を受けていないた
め、今後の検討に必要な当面の設計費用のみを計上することとする。着手予定年月日は、さしあたり平成23年4
月1日とし、完成予定年月日は、現行整備計画区間が全て完成すると想定している時期とした。なお、連結許可
が出された時点で必要な協定変更を行う。

別　　紙　　１



別紙1-134



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　富士吉田線

（２）　工事の箇所

東京都八王子市裏高尾町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

立体接続

備　　　　考接続の位置他の道路の路線名 接続の方法

裏高尾町

八王子ジャンクション（仮称）東京都八王子市一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）



（４）　工事予算

３０，９０６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ２ 年 ４ 月 ３ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １９ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１０，４２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １０，２６３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-135



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　富士吉田線

（２）　工事の箇所

東京都八王子市裏高尾町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の方法

裏高尾町

八王子ジャンクション（仮称）東京都八王子市一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）

別　　紙　　１

立体接続

備　　　　考接続の位置



（４）　工事予算

９，１７９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ２ 年 ４ 月 ３ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９，３３２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ９，１８１ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-136



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　富士吉田線

（２）　工事の箇所

山梨県都留市つる

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

備　　　　考接続の位置他の道路の路線名 接続の方法

都留インターチェンジ山梨県都留市つる都留インター線 立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 １５ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１，０６８

１，０５７

９００



別紙1-137



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　西宮線

（２）　工事の箇所

長野県諏訪市中洲

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

立体接続

備　　　　考接続の位置他の道路の路線名 接続の方法

中洲

諏訪インターチェンジ長野県諏訪市一般国道２０号



（４）　工事予算

１，０００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４１ 年 １０ 月 ２５ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，１７２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-138



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　西宮線

（２）　工事の箇所

長野県飯田市山本

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の

路線名

立体接続 飯田南ジャンクション(仮称）
一般国道　474号

(三遠南信自動車道)
長野県飯田市山本



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２，４００

１６

２０

６

３

２，５１９

２，４６４

２９

３１

別　　紙　　１



別紙1-139



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　　西宮線

（２）　工事の箇所

岐阜県養老郡養老町飯積

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

養老ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道４７５号 岐阜県養老郡養老町飯積 立体接続

路線名

（東海環状自動車道）



（４）　工事予算

１０，０００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１，２０９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １０，６６１ 百万円）（消費税込み）

 

別　　紙　　１



別紙1-140



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　　西宮線

（２）　工事の箇所

岐阜県養老郡養老町飯積

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

養老ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道４７５号 岐阜県養老郡養老町飯積 立体接続

路線名

（東海環状自動車道）



（４）　工事予算

２，２００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，７２０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，５９９ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-141



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　長野線

（２）　工事の箇所

長野県松本市島立

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（中部縦貫自動車道）

一般国道１５８号 長野県松本市 立体接続

路線名

別　　紙　　１

松本ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

島立



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、債務引受基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

3,300

3,896

3,717



別紙1-142



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県海老名市大谷 から

神奈川県海老名市杉久保 まで

（ロ）　延　　　　長 ０．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

神奈川県海老名市
大谷

神奈川県海老名市
杉久保

１２０ ０．９

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．６０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－

－ －－

－５．００

－

－

－

－

付加車線事業

設　計　区　間

神奈川県海老名市
大谷

用地買収 　摘　要

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

６ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

構造による区分

神奈川県海老名市
杉久保

トンネル部分

２．５０×２

－

－

２．５０×２

－



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

３，７００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，８５７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３，８２６ 百万円）（消費税込み）

－

９

３１

１４

２１

４

３

他の道路の 備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

路線名

－ －



別紙1-143



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県海老名市杉久保 から

神奈川県海老名市今里 まで

（ロ）　延　　　　長 ０．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県海老名市
杉久保

神奈川県海老名市
今里

１２０ ０．６



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．６０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

神奈川県海老名市
今里

トンネル部分

２．５０×２

－

２．５０×２

－

－

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

６ 車線 ６

摘 要

別　　紙　　１

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

付加車線事業

設　計　区　間

神奈川県海老名市
杉久保

用地買収 　摘　要

－

－

－

－

－－ －－

５．００ －－



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

１２，０００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１３，８５９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １３，１９０ 百万円）（消費税込み）

－ －

路線名

接続の位置

別　　紙　　１

他の道路の 備　　　考接続の方法

－

９

３１

１４

３０

４

３



別紙1-144



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県海老名市門沢橋 から

神奈川県海老名市社家 まで

（ロ）　延　　　　長 １．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

神奈川県海老名市
門沢橋

神奈川県海老名市
社家

８０ １．５

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－３．５０ －－

－

１．７５×２

－

－

設　計　区　間

神奈川県海老名市
門沢橋

用地買収 　摘　要

右　側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

神奈川県海老名市
社家

－

－
トンネル部分

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

海老名南ジャンクション（仮称）

海老名北ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

４１，２９３ 百万円（消費税込み）

平面接続

社家

立体接続

神奈川県海老名市 立体接続

門沢橋

神奈川県海老名市

神奈川県海老名市

門沢橋

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

第二東海自動車道

横浜名古屋線

第一東海自動車道

他の道路の

路線名

一般国道４８６号

（首都圏中央連絡自動車道）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２８，８８１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２８，５７１ 百万円）（消費税込み）

８

３１

別　　紙　　１

１１

２３

１

３



別紙1-145



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県海老名市社家 から

神奈川県海老名市中新田 まで

（ロ）　延　　　　長 １．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 海老名市社家から海老名市中新田まで

第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

海老名市中新田から海老名市中新田まで

第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

摘　　要

１．２

設　計　区　間

神奈川県海老名市
社家

用地買収

神奈川県海老名市
中新田

１００ ０．７
神奈川県海老名市

中新田

　摘　要

車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県海老名市
社家

神奈川県海老名市
中新田

８０

４ 車線 ４

工事施工

別　　紙　　１

神奈川県海老名市
中新田



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

海老名市社家から海老名市中新田まで

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

海老名市中新田から海老名市中新田まで

－ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

－－

上段（第１種第３級）
　海老名市社家から
　海老名市中新田ま
で
下段（第１種第２級）
　海老名市中新田か
ら
　海老名市中新田ま
で

－５．００（長大橋）

－

－

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計左　側 計

－－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

右　側

別　　紙　　１

構造による区分 往復分離する区間

左　側
摘 要

３．５０

－

－

－

－

－

－

－

－

－－
トンネル部分

橋梁高架部分 １．７５×２

２．５０×２



（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

海老名北ジャンクション（仮称）

海老名北インターチェンジ（仮称）

本線

（４）　工事予算

８３，２５８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４８，３６３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４７，７７８ 百万円）（消費税込み）

３１

別　　紙　　１

中新田

平面接続

接続の位置

１１

２２

１

３

立体接続

８

中新田

神奈川県海老名市

神奈川県海老名市

社家

神奈川県海老名市 立体接続

備　　　考接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道）

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

一般国道４６８号

市道５３号



別紙1-146



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の箇所

静岡県沼津市足高

（３）　工事方法

他の道路との接続位置

別　　紙　　１

路線名

一般国道１号（伊豆縦貫自動車道）
及び県道沼津インター線

静岡県沼津市足高 沼津インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続



（４）　工事予算

１，８７３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 １ 月 ６ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２０ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８８５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，８４９ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-147



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の箇所

愛知県日進市岩崎町

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置

日進インターチェンジ（仮称）
県道日進瀬戸道路

愛知県日進市岩崎町
（名古屋瀬戸道路）

立体接続

備　　　考

路線名

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）１，９９６

別　　紙　　１

１，８００

２，０８９



別紙1-148



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東海北陸自動車道

（２）　工事の箇所

岐阜県関市下有知

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続 美濃関ジャンクション
一般国道４７５号

（東海環状自動車道）
岐阜県関市下有知

路線名

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２

２１

１

３

２，２４７

２，２４２

１８

３１

１，４８０



別紙1-149



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東海北陸自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岐阜県郡上市美並町山田 から

岐阜県郡上市八幡町有坂 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岐阜県郡上市美並町山田

岐阜県郡上市八幡町有坂

８０ ８．３



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※　切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として０．５ｍ拡幅する。

４

摘 要

０．７５

１．７５

左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

―

車線

岐阜県郡上市八幡町有坂

往復分離しない区間

右　側

設　計　区　間

岐阜県郡上市美並町山田

―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋）

計

―

―
トンネル部分

―

１．００

０．７５

１．００１．７５

左　側

４車線化車線

用地買収 　摘　要

別　　紙　　１

工事施工

４

橋梁高架部分

―

― １．５０

２．７５

２．２５

２．７５

１．２５― １．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員 ―

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

―

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３１，２２８ 百万円）（消費税込み）

２９，５４１

３１，４１２

別　　紙　　１

３１

５４

２１

３

３

１８



別紙1-150



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東海北陸自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岐阜県郡上市八幡町有坂 から

岐阜県郡上市大和町島 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

岐阜県郡上市八幡町有坂

岐阜県郡上市大和町島

８０ ４．６

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※　切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として１．０ｍ拡幅する。

２．７５

１．２５― １．００

橋梁高架部分

―

― １．５０

２．７５

２．２５

４車線化車線

用地買収 　摘　要

別　　紙　　１

工事施工

４

計

―

―
トンネル部分

―

１．００

０．７５

１．００１．７５

設　計　区　間

岐阜県郡上市八幡町有坂

―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋）

車線

岐阜県郡上市大和町島

往復分離しない区間

右　側左　側

４

摘 要

０．７５

１．７５

左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

―



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員 ―

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

―

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２０，２２７ 百万円）（消費税込み）

１８，１６６

２０，４４９

３１

５４

２２

３

３

１８

別　　紙　　１



別紙1-151



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東海北陸自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岐阜県郡上市大和町島 から

岐阜県郡上市大和町万場 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

岐阜県郡上市大和町島

岐阜県郡上市大和町万場

８０ ４．９

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※　切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として２．０ｍ拡幅する。

―

１．２５― １．００

橋梁高架部分

―

― １．５０

２．７５

２．２５

４車線化車線

用地買収 　摘　要

別　　紙　　１

工事施工

４

計

―

―
トンネル部分

―

１．００

０．７５

――

左　側

設　計　区　間

岐阜県郡上市大和町島

―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋）

往復分離する区間

―

車線

岐阜県郡上市大和町万場

往復分離しない区間

右　側

４

摘 要

０．７５

１．７５

左　側

構造による区分

計



（ト）　付加車線の標準幅員 ―

（チ）　中央帯の標準幅員 ―

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

―

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １３，４９７ 百万円）（消費税込み）

３１

５４

２１

３

３

１８

別　　紙　　１

１３，３３７

１３，６４０



別紙1-152



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東海北陸自動車道

（２）　工事の区間

岐阜県高山市清見町夏厩 から

岐阜県大野郡白川村大字鳩谷 まで

（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 ３１ 日

別　　紙　　１

５５０



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

７１８

別　　紙　　１

７００



別紙1-153



１．工事の内容 　

（１）　路線名

第二東海自動車道　横浜名古屋線

（２）　工事の箇所

愛知県東海市新宝町

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

東海ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

県道高速名古屋新宝線 愛知県東海市新宝町 立体接続

路線名

（名古屋高速道路）



（４）　工事予算

８，０００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，９７４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８，５４５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-154



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の箇所

福井県福井市玄正島町１８字

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

福井北ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

１８字

一般国道１５８号 福井県福井市玄正島町 立体接続

路線名

（中部縦貫自動車道）



（４）　工事予算

２，５００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，１８１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３，０４５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-155



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋関線

（２）　工事の箇所

愛知県春日井市勝川

（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置

勝川インターチェンジ

路線名

一般国道３０２号線
愛知県春日井市勝川

平面接続

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５８ 年 ８ 月 １６ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

８００

８５９

８１８

別　　紙　　１



別紙1-156



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋関線

（２）　工事の箇所

愛知県清須市朝日

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の

路線名

県道高速名古屋朝日線
（名古屋高速道路）

立体接続 清洲ジャンクション愛知県清須市朝日



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１１

２０

１

３

１，２５２

１，２４６

８

３１

５，１４０

別　　紙　　１



別紙1-157



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋関線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県四日市市中村町 から

三重県亀山市川崎町 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

三重県四日市市中村町

三重県亀山市川崎町

８０ ５．５

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

橋梁高架部分

（長大橋）
― ― ―

付加車線事業

設　計　区　間

三重県四日市市中村町

用地買収 　摘　要

左　側

土工（掘割）部分

右　側

２．５０

計

―

２．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

１ 車線 １

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

車線

計

往復分離する区間

左　側

構造による区分

三重県亀山市川崎町

２．５０

トンネル部分

２．５０

往復分離しない区間

― ― ―

― ― ――

― ―

２．５０ ２．５０

―



（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

６，７００

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

－ － －

７，２０９

７，１４４

備　　　考

別　　紙　　１

１８

２１

４

３

１

３１



別紙1-158



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）　工事の区間

三重県亀山市安坂山町 から

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 まで

（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 ３１ 日

別　　紙　　１

３，８９０



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

４，１８３

別　　紙　　１

４，１２４



別紙1-159



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　尾鷲勢和線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 三重県多気郡大台町大字菅合 から

三重県多気郡多気町丹生 まで

（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

３６５

別　　紙　　１

５

１９

１２

３

４

３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３９７

３９７



別紙1-160



１．工事の内容 　

（１）　路線名

近畿自動車道　尾鷲勢和線

（２）　工事の箇所

三重県多気郡大台町

（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

５ １２ ４

２１ ３ ３１

１，３３１

別　　紙　　１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ９５８ 百万円）（消費税込み）

９６１

別　　紙　　１



別紙1-161



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１号

（有料道路名　：　新湘南バイパス）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県茅ヶ崎市柳島 から

神奈川県中郡大磯町東町 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

神奈川県茅ヶ崎市
柳島

神奈川県中郡
大磯町東町

５．６

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

神奈川県茅ヶ崎市
柳島

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間

８０

神奈川県中郡
大磯町東町

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（長大橋） --

右　側

-

往復分離する区間

-

左　側

-
トンネル部分

--

-

別　　紙　　１

構造による区分

-

-

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

-

橋梁高架部分

（中小橋） - - --

-

-

橋梁高架部分

-２．５１．２５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茅ヶ崎海岸インターチェンジ

平塚インターチェンジ

（仮称）

大磯インターチェンジ

（仮称）

大磯インターチェンジ

（仮称）

（４）　工事予算

４，９１０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 　

　イ　神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県茅ヶ崎市柳島まで

平成 年 月 日

神奈川県

立体接続

平塚市高浜台

神奈川県中郡

立体接続

一般国道１３４号 立体接続

別　　紙　　１

備　　　考

神奈川県茅ヶ崎市

柳島

一般国道１３４号

他の道路の

路線名

県道相模原茅ヶ崎線

　

接続の位置 接続の方法

　 大磯町東町

一般国道１号 神奈川県中郡 平面接続

（西湘バイパス） 大磯町東町

３０ ４ １



　ロ　神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県中郡大磯町東町まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５，３９２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５，１３５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３３ ３ ３１

３２ ４ １



別紙1-162



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県海老名市中新田 から

神奈川県厚木市上依知 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

１００

神奈川県厚木市
上依知

　摘　要

摘　　要

設　計　区　間

神奈川県海老名市
中新田

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県海老名市
中新田

神奈川県厚木市
上依知

１０．１

別　　紙　　１

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

３．７５１．２５

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０５．００

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ １．２５２．５０

２．５０×２

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－５．００

別　　紙　　１

構造による区分

－
トンネル部分

２．００１．００

右　側

－

往復分離する区間

１．００

－

３．７５

左　側

２．５０×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

海老名北インターチェンジ（仮称）

圏央厚木インターチェンジ（仮称）

圏央厚木インターチェンジ（仮称）

相模原インターチェンジ（仮称）

相模原インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１０８，２５０ 百万円（消費税込み）

立体接続

当麻

県道相模原町田線 神奈川県相模原市

立体接続

中依知

一般国道１２９号 神奈川県相模原市 立体接続

（厚木秦野道路）

一般国道１２９号 神奈川県厚木市

当麻

中依知

立体接続

中新田

神奈川県厚木市

備　　　考接続の方法接続の位置

神奈川県海老名市

一般国道２４６号

他の道路の

路線名

第一東海自動車道 平面接続

市道５３号 立体接続

別　　紙　　１

神奈川県海老名市

中新田



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　神奈川県海老名市中新田から神奈川県海老名市河原口まで （STA110+52～STA127+77）

平成 年 月 日

ロ　神奈川県海老名市中新田から神奈川県海老名市河原口まで （STA113+40～STA114+60）

平成 年 月 日

ハ　神奈川県海老名市河原口から神奈川県厚木市金田まで（STA127+77～STA130+00）

平成 年 月 日

ニ　神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市山際まで （STA130+00～STA176+50）

平成 年 月 日

ホ　神奈川県厚木市山際から神奈川県厚木市上依知まで （STA176+50～STA206+31）

平成 年 月 日

へ　神奈川県厚木市上依知から神奈川県厚木市上依知まで（STA206+31～STA211+44）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての

　　範囲について、会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成２３ 年 月 日

１

２１ ４ １

１０ １

２０ １０ １

３ ３１

２２ ４

２９６１６

別　　紙　　１

２０ ４ １

１９



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１２，８４１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １０９，８９２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-163



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県厚木市上依知 から

東京都八王子市南浅川町 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

神奈川県厚木市上依知

東京都八王子市南浅川町

１４．８

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

神奈川県厚木市上依知

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間

１００

東京都八王子市南浅川町

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

２．５０ １．２５

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０×２ ５．００

２．５０

３．７５

左　側 右　側

３．７５

往復分離する区間

１．００２．００
トンネル部分

２．００１．００

５．００

別　　紙　　１

構造による区分

２．５０×２

１．００×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

１．２５

橋梁高架部分

（中小橋） － － １．２５２．５０

３．７５



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

城山インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

３８，３７０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　神奈川県厚木市上依知から東京都八王子市南浅川町まで （STA211+44～STA145+00）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

１

立体接続

２５ ３ ３１

路線名

（仮称)津久井広域道路

２４ ４

他の道路の

都市計画道路　城山津久井線

別　　紙　　１

城山町小倉

神奈川県津久井郡

接続の位置 接続の方法 備　　　考



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４２，１８１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４０，２０５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-164



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都八王子市南浅川町 から

東京都八王子市裏高尾町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

８０

東京都八王子市裏高尾町

　摘　要

摘　　要

設　計　区　間

東京都八王子市南浅川町

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

東京都八王子市南浅川町

東京都八王子市裏高尾町

２．０

別　　紙　　１

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

２．７５１．００

橋梁高架部分

橋梁高架部分

（中小橋） － － －－

０．７５

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

１．００－

別　　紙　　１

構造による区分

－
トンネル部分

１．５００．７５

右　側

２．７５

往復分離する区間

１．７５

左　側

－

－

－（長大橋） １．７５－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

八王子南インターチェンジ（仮称）

八王子ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

３７，７２０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで （料金所）

平成 年 月 日

ロ　東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで （STA146+20～STA147+11）

平成 年 月 日

ハ　東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで （STA145+00～STA148+73）

平成 年 月 日２１ １０ １

２１ ４ １

２１ ６ １

裏高尾町

備　　　考接続の方法接続の位置

一般国道２０号 立体接続

中央自動車道 立体接続

別　　紙　　１

東京都八王子市

南浅川町

東京都八王子市

他の道路の

路線名

富士吉田線



二　東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市裏高尾町まで （STA148+73～STA160+89）

平成 年 月 日

ホ　東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで （STA160+89～STA161+00）

平成 年 月 日

ヘ　東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで （STA160+89～STA0+06）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４０，４５１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３８，７５５ 百万円）（消費税込み）

９ １

２１ ４ １

別　　紙　　１

２１ １０ １

１９

３ ３１２２



別紙1-165



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都八王子市裏高尾町 から

東京都あきる野市牛沼 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

東京都八王子市裏高尾町

東京都あきる野市牛沼

９．２

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

東京都八王子市裏高尾町

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間

８０

東京都あきる野市牛沼

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（長大橋）

右　側

３．７５

往復分離する区間

２．５０

左　側

－

－ －
トンネル部分

１．５００．７５

－

別　　紙　　１

構造による区分

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

１．２５

橋梁高架部分

（中小橋） － － １．００２．５０

０．７５

３．５０

２．７５１．００

橋梁高架部分

１．７５－－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

八王子ジャンクション（仮称）

八王子西インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１６，０２０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで （STA0+06～STA4+40）

平成 年 月 日

ロ　東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで （STA4+40～STA7+50）

平成 年 月 日

ハ　東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで （STA16+07～STA16+94）

平成 年 月 日

東京都八王子市

１８ ７ １

１２

１８ ９ １

美山町

立体接続

都道山田宮の前線 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

中央自動車道 東京都八王子市

裏高尾町富士吉田線

接続の位置 備　　　考接続の方法

１８ １



二　東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市下恩方町まで （STA7+50～STA26+87）

平成 年 月 日

ホ　東京都八王子市下恩方町から東京都八王子市下恩方町まで （STA26+87～STA30+61）

平成 年 月 日

へ　東京都八王子市下恩方町から東京都八王子市下恩方町まで （STA30+61～STA31+37）

平成 年 月 日

ト　東京都八王子市下恩方町から東京都八王子市美山町まで （STA31+37～STA49+60）

平成 年 月 日

チ　東京都八王子市下恩方町から東京都あきる野市牛沼まで （STA49+60～STA92+43）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

イ　東京都八王子市裏高尾町から東京都あきる野市牛沼まで

平成 年 月 日

１８ １ １６

１８ ７

１８ ６ １

１

別　　紙　　１

１０ １１８

１８ ７ １

１９ ３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１５，９６７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １５，７７５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-166



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県茅ヶ崎市西久保 から

神奈川県海老名市門沢橋 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設計速度

別　　紙　　１

設　計　区　間

８０ ７．９

延　　長
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県茅ヶ崎市
西久保

神奈川県海老名市
門沢橋

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

神奈川県海老名市
門沢橋

神奈川県茅ヶ崎市
西久保

４ 車線 ４ 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

土工（掘割）部分

－

別　　紙　　１

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

トンネル部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

－ － － － －

－ － － － －

（中小橋） － － －

橋梁高架部分

－

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　　西久保ジャンクション（仮称）

　　寒川南インターチェンジ（仮称）

　　寒川北インターチェンジ（仮称）

　　海老名南ジャンクション（仮称）

　　本線

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

神奈川県海老名市

路線名

接続の位置

（新湘南ﾊﾞｲﾊﾟｽ） 西久保

接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の

県道 神奈川県高座郡

立体接続

寒川町田端

門沢橋

県道 神奈川県高座郡

立体接続

相模原茅ヶ崎線 寒川町宮山

一般国道１号 神奈川県茅ケ崎市 立体接続

平面接続第一東海自動車道

第二東海自動車道 神奈川県海老名市

立体接続

伊勢原藤沢線

横浜名古屋線

門沢橋

22,978



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　　神奈川県茅ヶ崎市西久保から神奈川県高座郡寒川町倉見まで

平成 年 月 日

ロ　　神奈川県高座郡寒川町倉見から神奈川県高座郡寒川町倉見まで

平成 年 月 日

ハ　　神奈川県高座郡寒川町倉見から神奈川県海老名市門沢橋まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

　　　神奈川県茅ヶ崎市西久保から神奈川県海老名市門沢橋まで

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

24,822

24,152

２１ ４ １

２０ ４ １

２３ ３ ３１

２２ ４ １

別　　紙　　１



別紙1-167



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道２７１号

（有料道路名　：　小田原厚木道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県小田原市風祭

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（小田原箱根道路） 風祭

一般国道　１号 神奈川県小田原市 平面接続 小田原西ＩＣ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

別　　紙　　１



（４）　工事予算

６５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７４ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

４ ８ １８

２３ ３ ３１



別紙1-168



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

神奈川県厚木市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

別　　紙　　１



（４）　工事予算

７，４４０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，４０７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８，００２ 百万円）（消費税込み）

２５ ３ ３１

別　　紙　　１

１９ ３ １



別紙1-169



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７５号

（有料道路名　：　東海環状自動車道）

（２）　工事の箇所

愛知県豊田市岩倉町

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

豊田東ジャンクション

他の道路の 接続の位置

路線名

第二東海自動車道 愛知県豊田市岩倉町

備　　　考

別　　紙　　１

接続の方法

立体接続

横浜名古屋線



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２７ ３ ３１

２６

３５１

３８５

３６７

４ １



別紙1-170



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７５号

（有料道路名　：　東海環状自動車道）

（２）　工事の箇所

岐阜県土岐市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

別　　紙　　１



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，１０１ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１，０７９

１９

２０

４

３

１，１１０

１

３１



別紙1-171



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７５号

（有料道路名　：　東海環状自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岐阜県可児市久々利柿下入会 から

岐阜県可児郡御嵩町比衣 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

岐阜県可児市久々利柿下入会

岐阜県可児郡御嵩町比衣

５．３

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

岐阜県可児市久々利柿下入会

用地買収工事施工

２ 車線 車線

設　計　区　間

１００

付加車線事業

岐阜県可児郡御嵩町比衣

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

１．２５

右　側

３．７５

往復分離する区間

２．５０

左　側

―
トンネル部分

３．００１．２５

５．００

別　　紙　　１

構造による区分

２．５０×２

―

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

１．２５

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― １．２５２．５０

１．７５

３．７５

２．５０――（長大橋） ３．７５



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）３０，３３８

他の道路の

２８ ４ １

路線名

― ― ―

２８，８９２

３１，９１４

備　　　考接続の方法接続の位置

３１３３ ３

別　　紙　　１
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７５号

（有料道路名　：　東海環状自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岐阜県関市下有知 から

岐阜県関市下有知 まで

（ロ）　延　　　　長 ０．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

１００

付加車線事業

岐阜県関市下有知

　摘　要

摘　　要

設　計　区　間

岐阜県関市下有知

用地買収工事施工

２ 車線 車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岐阜県関市下有知

岐阜県関市下有知

０．９

別　　紙　　１

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― ――

―

―

―

―

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

――

別　　紙　　１

構造による区分

―
トンネル部分

――

右　側

―

往復分離する区間

―

左　側

橋梁高架部分

（長大橋） ――２．５０×２ ―５．００



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１

５２２

２７ ４

３１

６５３

６２６

２８ ３

接続の位置 備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

他の道路の

―

路線名

― ―


